
この印刷物は石油系インキではな
く、地球に優しい大豆油を使用し
たインキで印刷されています。

『広報えな』は環境に優しい再生紙を使用しています。

　ヒトツバタゴはモクセイ科の落葉高木。日本では、 対 
つ

 馬 と、愛知県、岐阜県の木曽川周辺のごく限られた地域
しま

に自生している。雌雄異株で５月中旬から下旬にかけて
細かい白い花をいっぱいに咲かせ、遠くから見ると雪を
かぶったように美しい。市内には多くのヒトツバタゴの
自生地があり、その中で、笠置町姫栗の自生のヒトツバ
タゴは、本州では最初に国の天然記念物に指定されてい
る。また、このヒトツバタゴは、国内
では最も標高が高いところに咲く
ヒトツバタゴである。そのほか
には、大井ヒトツバタゴ（大井
町古瀬）、中野方ヒトツバタゴ自
生地（中野方町太田、 赤  又  駄 ）、

あか ま だ

明智町ヒトツバタゴ（新井、 大 
おお

 真  菰 、大庭）が県の天然記念物
ま こも

に指定されている。

『広報えな』５月１日号、
１部当たりの印刷経費は
約９.５円（税込み）です。
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　１９９３（平成５）年に結成された「中山道か

たりべの会」は、訪れた方々のガイドをする

など、もてなしの心で活動している。

　また現在、大井宿では「第２回中山道大井

宿のれんアートコンテスト」が、５月１６日

�まで開催中。

　ヒトツバタゴの名の由来は、「一つ葉（単

葉）のタゴ（トネリコ）」から。同種のタゴ

は複葉であるが、ヒトツバタゴは単葉。ま

た珍しい木であるため、ナンジャモンジャ、

アンニャモンニャ、 六  道  木 、ナタオラシな
ろく どう ぼく

ど、各地でいろいろな名前で呼ばれている。

　大井宿は江戸日本橋から数えて４６番目の宿場。かつ
ては美濃路随一の宿場として栄え、全国でも９番目の盛
況ぶりだったという。宿場内には、外敵を防ぐ目的で、
街道が直角に曲がる 枡  形 が６カ所造られているが、これ

ます がた

ほどたくさんあるのは中山道の宿場ではここだけ。ま
た、大井宿本陣（高貴な人たちの宿泊所）は、１９４７（昭
和２２）年に全焼したが、表門、庭園は今も残り、往時の
面影をしのぶことができる。なお、２０００（平成１２）年に
は、江戸時代の豪壮な商家古山家住宅を市が復元整備し
た「中山道ひし屋資料館」がオープン。重厚な町屋の建
物を肌で感じながら、街道や宿場の知識を深めることが
できる。

▲国指定天然記念物、市木のヒトツバタゴ（笠置町）

大井宿（おおいしゅく）２３

ヒトツバタゴ

県内十七宿で一番のにぎわい

２４
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次号は５月１５日号
発行日は５月１４日�です

日本最大の木が存在

▲大井宿本陣跡

新井のヒトツバタゴ（明智町）▲


